
特集
世
界
初
の
認
定
自
治
体

長
崎
県
平
戸
市
の
新
た
な
観
光
地
経
営

地図で見る平戸市のＯＤ

ＡＤの要件と、ＡＤＴ認定後の維持・管理

地
域
一
帯
を
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
に

ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
と
は
？

空
き
家
の
再
生
で

地
域
課
題
を
解
決

〝分散型の宿〟アルベルゴ・ディフーゾ

構
想
開
始
か
ら
５
年

２
地
区
で
Ｏ
Ｄ
推
進

観
光
庁
の
支
援
事
業
も
活
用

世
界
初
認
定
を
受
け
る
ま
で

認
定
地
域
同
士
で
連
携
協
定

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
も
整
備
へ

人
材
確
保
な
ど
課
題
も

情
報
発
信
強
化
を
推
進

複
数
の
事
業
者
で
運
営

官
民
で
協
議
会
も
設
立

蔵
王
Ｏ
Ｄ
と
連
携

認
知
向
上
目
指
す

移
住
促
進
に
本
腰

市
長
も
意
気
込
み

（８）第３２９６号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）１２月１５日（月曜日）

平
戸
市
内
で
Ｏ
Ｄ
を
推
進
す
る
２
エ
リ
ア

※画像はいずれも平戸市公式サイトから

現
在
、
平
戸
市
は
「
城
下
町
エ
リ
ア
」
「
田
助
エ
リ
ア
」
の
２
地

域
で
Ｏ
Ｄ
を
展
開
。
両
地
域
合
わ
せ
て
宿
泊
施
設
３
軒
、
飲
食
店
３

店
の
計
６
施
設
が
営
業
し
て
い
る
。
今
後
は
、
城
下
町
エ
リ
ア
で
さ

ら
に
２
施
設
が
開
業
予
定
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
平
戸
島
の
北
方
約

７
㌔
に
位
置
す
る
的
山
大
島
の
「
大
島
神
浦
エ
リ
ア
」
で
も
、
Ａ
Ｄ

の
事
業
化
に
向
け
た
調
査
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

「
城
下
町
エ
リ
ア
」
の
地
図

「
田
助
エ
リ
ア
」
の
地
図

アルベルゴ・ディフーゾ（ＡＤ）の認証は、上記の要件を満たす必要があ
る。ＡＤのさらに広域な概念のオスピタリタ・ディフーザ（ＯＤ）は、基本的な
仕組みはＡＤと同様だが、範囲が拡大するだけでなく、一つの事業者に限らず
分散された地域が一体となり、集落再生を実現したケースが該当する。
　そしてＡＤ・ＯＤを計画・推進し、地域の持続・発展を目指す自治体に与えら
れるのがアルベルゴ・ディフーゾタウン（ＡＤＴ）だ。ＡＤＴに認定されると、
ＡＤＩと提携し、地域事業者とのコミュニケーションに務めることが求めら
れる。ＡＤＩへの認定料の納付義務も発生する。
認定後は、年ごとにＡＤＩが認定自治体を訪問するなど、サービスの質に

対する視察も強化される。審査で公認のＡＤ・ＯＤがなくなった場合は、ＡＤ
ＩとＡＤＴの協議によりＡＤＴの名称が取り下げられるなど、認定後のＡＤ・
ＯＤの維持・管理も厳しい要件が設けられている。

「
Ｔ
ｈ
ｅ

曜

Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ
」
の
受
付
（
上
）
と
客
室

「
甚
兵
衛
亭
」
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
の
内
装
（
上
）
と
客
室

記
念
撮
影
に
臨
む
平
戸
市
の
黒
田
市
長（
左
）と
、

ガ
イ
ア
の
相
澤
社
長

平戸市の「城下町エリア」にある、レセプション機能を備えた宿泊施設「Ｔｈｅ　曜　Ｔｅｒｒａｃｅ（ザ・テラス）」

街
全
体
を
一
つ
の
宿
泊
施
設
に
見
立

て
、飲
食
や
温
浴
、宿
泊
と
い
っ
た
機
能

を
地
域
内
に
分
散
さ
せ
る
イ
タ
リ
ア
発

祥
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル「
ア
ル

ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ（
Ａ
Ｄ
）」。ア
ル

ベ
ル
ゴ
は「
宿
」、デ
ィ
フ
ー
ゾ
は「
分
散

し
た
」を
意
味
し
、日
本
で
は「
分
散
型

の
宿
」「
地
域
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
は
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
街
の

過
疎
化
や
そ
れ
に
伴
う
空
き
家
問
題
な

ど
を
観
光
産
業
で
解
決
し
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
で
、地
域
内
の
空
き
家
を
、街

の「
フ
ロ
ン
ト
」や「
宿
泊
場
所
」と
し
て

改
修
。レ
セ
プ
シ
ョ
ン
機
能
を
持
つ
中

核
拠
点
を
起
点
に
宿
泊
施
設
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
を
水
平
的
に
一
体
化
さ
せ
、

来
訪
者
の
域
内
周
遊
や
地
域
住
民
と
の

交
流
を
促
進
す
る
。Ａ
Ｄ
の
認
証
に
は
、

一
つ
の
事
業
者
が
一
括
し
て
経
営
・
管

理
す
る
こ
と
、地
域
・
地
域
文
化
と
一
体

化
し
た
経
営
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
の

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

中
心
拠
点
か
ら
半
径
２
０
０
㍍
以
内

に
各
施
設
が
集
約
さ
れ
る
Ａ
Ｄ
に
対

し
、新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て「
オ
ス

ピ
タ
リ
タ
・
デ
ィ
フ
ー
ザ（
Ｏ
Ｄ
）」も
認

知
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。「
分
散
さ
れ
る

お
も
て
な
し
」を
意
味
し
、基
本
的
な
仕

組
み
は
Ａ
Ｄ
と
同
様
だ
が
、Ｏ
Ｄ
は
よ

り
広
範
囲（
お
お
む
ね
半
径
１
㌔
）に
分

散
さ
れ
た
地
域
が
一
体
と
な
り
、集
落

再
生
を
実
現
し
た
ケ
ー
ス
を
指
す
。

今
年
６
月
に
は
、蔵
王
農
泊
振
興
協

議
会
の
中
核
法
人
・
株
式
会
社
ガ
イ
ア

が
展
開
す
る「
ガ
イ
ア
リ
ゾ
ー
ト
蔵
王

山
水
苑
」（
宮
城
県
蔵
王
町
）が
、認
定
団

体
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）か
ら
世
界

初
の
Ｏ
Ｄ
の
認
証
を
受
け
た
。

さ
ら
に
、
現
在
は
Ａ
Ｄ
と
Ｏ
Ｄ
を
計

画
・
推
進
し
、
地
域
の
持
続
・
発
展
を

目
指
す
自
治
体
に
与
え
ら
れ
る
「
ア
ル

ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
タ
ウ
ン
（
Ａ
Ｄ

Ｔ
）
」
の
認
証
も
創
設
さ
れ
て
お
り
、

同
じ
く
今
年
６
月
に
長
崎
県
平
戸
市
が

世
界
初
の
Ａ
Ｄ
Ｔ
と
し
て
認
定
さ
れ

た
。平

戸
市
は
２
０
２
０
年
度
、
平
戸
城

の
「
城
泊
」
を
ス
タ
ー
ト
。
観
光
庁
の

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
」
に
認
定
さ
れ
、

年
、
地
域

の
古
民
家
や
歴
史
的
資
源
な
ど
を
、
宿

泊
施
設
、
飲
食
店
な
ど
の
観
光
事
業
や

商
店
街
振
興
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
「
世
界
初
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ

ー
ゾ
タ
ウ
ン
」
認
証
に
向
け
た
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。


年
度
に
は
観
光
庁
の
「
歴
史
的
資

源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
（
事
業
化
支
援
及
び
モ
デ
ル
創

出
）
」
の
支
援
を
受
け
、
調
査
事
業
に

着
手
。

年
度
に
は
「
平
戸
市
ア
ル
ベ

ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
タ
ウ
ン
」
計
画
書

の
策
定
を
行
い
、
観
光
庁
の
観
光
振
興

事
業
費
補
助
金
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら

「
城
下
町
エ
リ
ア
」
「
田
助
エ
リ
ア
」

の
２
地
区
を
Ｏ
Ｄ
と
し
て
整
備
。
世
界

初
の
Ａ
Ｄ
Ｔ
自
治
体
と
し
て
、
今
年
６

月
に
認
証
を
受
け
る
に
至
っ
た
。

現
在
の
「
城
下
町
エ
リ
ア
」
「
田
助

エ
リ
ア
」
で
は
、
宿
泊
施
設
３
軒
、
飲

食
店
３
軒
の
計
６
施
設
が
営
業
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
城
下
町
エ
リ
ア
の
宿

泊
施
設
「
Ｔ
ｈ
ｅ

曜

Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ

ｃ
ｅ
」
（
ザ
・
テ
ラ
ス
）
と
「
甚
兵
衛

亭
」
（
じ
ん
べ
え
て
い
）
は
、
空
き
家

な
ど
の
不
動
産
利
活
用
を
手
掛
け
る
株

式
会
社
サ
ン
セ
イ
ラ
ン
デ
ィ
ッ
ク
が
新

規
事
業
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
改

修
。
施
設
運
営
は
、
平
戸
城
の
城
泊
で

運
営
実
績
の
あ
る
株
式
会
社
狼
煙
が
担

当
し
て
い
る
。

ザ
・
テ
ラ
ス
は
、
今
年
６
月
１
日
に

開
業
。
平
戸
市
の
海
の
玄
関
口
・
平
戸

港
の
中
心
部
に
位
置
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
機
能
を
持
つ
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

も
と
は
２
０
０
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ

た
米
蔵
で
、
昨
年
ま
で
建
物
内
で
土
産

物
店
を
営
業
し
て
い
た
前
所
有
者
か
ら

物
件
を
引
き
受
け
、
城
下
町
エ
リ
ア
の

フ
ロ
ン
ト
機
能
を
兼
ね
た
施
設
に
改

修
。
施
設
内
中
心
部
は
総
合
受
付
や
土

産
物
店
、
カ
フ
ェ
が
入
り
、
そ
の
両
側

に
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
客
室
２
部
屋

を
併
設
し
た
。
１
部
屋
当
た
り
最
大
４

人
ま
で
宿
泊
可
能
だ
。

甚
兵
衛
亭
は
、今
年
７
月
に
開
業
。空

き
家
と
な
っ
て
い
た
平
戸
藩
の
上
級
武

士
の
元
自
邸
敷
地
を
、建
物
１
棟
ご
と

貸
し
切
り
で
き
る
宿
泊
施
設
に
改
修
し

た
。５
部
屋
を
備
え
て
お
り
、複
数
の
家

族
で
シ
ェ
ア
し
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
集

ま
り
に
利
用
で
き
る
。当
時
、敷
地
内
に

月
見
櫓や

ぐ
ら

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
に
置
き
換
え

た
。サ
ウ
ナ
か
ら
は
海
を
挟
ん
で
平
戸

城
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
施
設
の
改
修
を
手
掛
け
た
サ
ン
セ

イ
ラ
ン
デ
ィ
ッ
ク
は
、
約
４
年
前
に

「
地
域
活
性
化
推
進
室
」
を
創
設
。
不

動
産
の
権
利
調
整
な
ど
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
、
国
内
各
地
域
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
空
き
家
の
有
効
活
用
に
生
か
す

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
平
戸
市
が

本
格
的
に
調
査
事
業
に
乗
り
出
し
た


年
度
、
同
社
は
平
戸
市
と
地
域
活
性
化

の
連
携
協
定
を
締
結
。
平
戸
市
に
お
け

る
Ａ
Ｄ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｄ
に
お
け
る
施
設
運

営
は
、
複
数
の
事
業
者
が
協
力
し
て
行

う
。
ザ
・
テ
ラ
ス
に
関
し
て
は
、
宿
は

狼
煙
、
土
産
物
店
は
平
戸
市
観
光
協
会

が
担
当
。
施
設
の
前
に
は
観
光
バ
ス
も

駐
車
可
能
な
駐
車
場
が
あ
る
た
め
、
観

光
客
が
駐
車
場
に
到
着
す
る
と
、
観
光

協
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
周
辺
の
観
光
案
内

や
食
事
施
設
の
提
案
を
行
う
。

宿
泊
客
が
到
着
し
た
際
は
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
時
間
に
合
わ
せ
て
狼
煙
の
ス
タ

ッ
フ
が
来
館
対
応
。
観
光
の
目
的
や
食

事
の
希
望
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
宿

泊
客
の
希
望
に
応
じ
た
観
光
プ
ラ
ン
を

提
案
す
る
。
Ａ
Ｄ
で
は
泊
食
分
離
が
基

本
と
な
る
た
め
、
周
辺
飲
食
店
へ
の
提

案
や
案
内
も
、
宿
泊
施
設
の
大
き
な
役

割
と
な
る
。

施
設
運
営
を
手
掛
け
る
狼
煙
の
矢
柄

亮
直
氏
に
よ
る
と
、
開
業
後
は
台
湾
や

香
港
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、
最
近
は

こ
れ
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
レ
ン
タ

カ
ー
や
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。

来
年
以
降
は
さ
ら
に
新
し
く
２
施
設

が
開
業
予
定
。
今
後
も
ザ
・
テ
ラ
ス
を

拠
点
施
設
に
す
る
か
は
、
今
後
市
と
調

整
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

世
界
初
の
Ａ
Ｄ
Ｔ
と
し
て
、
平
戸
市

は
ど
の
よ
う
に
周
辺
事
業
者
や
住
民
と

連
携
を
図
っ
て
い
る
の
か
。
市
の
観
光

課
担
当
者
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｄ
Ｔ
事
業
者

へ
の
ハ
ー
ド
面
の
支
援
の
ほ
か
に
、
ソ

フ
ト
面
の
連
携
と
し
て
、
商
店
主
、
商

工
団
体
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
で
組
織
し
た

「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
お
も
て

な
し
協
議
会
」
を
組
織
し
、
商
店
街
全

体
で
お
も
て
な
し
の
向
上
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
。

Ａ
Ｄ
Ｔ
認
定
後
は
事
業
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
参

画
の
意
思
が
あ
る
事
業
者
が
多
数
み
ら

れ
て
い
る
。
視
察
に
つ
い
て
も
、
県
議

会
、
九
州
内
の
市
町
、
建
築
家
協
会
な

ど
、
各
種
機
関
か
ら
視
察
や
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
と
い
う
。

一
方
、
Ａ
Ｄ
Ｔ
は
世
界
初
の
事
例
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
課
題
も
抱
え
て
い

る
。
運
営
に
係
る
人
材
確
保
や
、
誘
客

へ
の
情
報
発
信
、
地
域
と
の
連
携
強
化

な
ど
が
そ
の
代
表
例
だ
。市
と
し
て
は
、

ま
ず
Ａ
Ｄ
Ｔ
と
し
て
の
取
り
組
み
全
体

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
、
城
泊
も

含
め
各
種
機
関
へ
の
情
報
発
信
に
注
力

し
て
い
る
と
い
う
。

２
０
２
５
年
度
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
長
期
滞
在
旅
行
者
の
誘
致
を
は
じ

め
、
Ａ
Ｄ
Ｔ
を
絡
め
た
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
誘
致
も
推
進
し
て
お
り
、
城
下
町
エ

リ
ア
に
お
い
て
２
棟
の
施
設
を
改
修
。

さ
ら
に
平
戸
島
の
北
方
に
位
置
す
る
的

山
大
島
の「
大
島
神
浦
エ
リ
ア
」で
も
、

事
業
化
に
向
け
た
調
査
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。
事
業
を
通
し
て
、
空
き
家

・
空
き
店
舗
の
課
題
解
決
、
地
域
活
性

化
、
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

今
年

月
に
は
、世
界
初
の
Ａ
Ｄ
Ｔ

と
な
っ
た
平
戸
市
と
、同
じ
く
世
界
初

の
Ｏ
Ｄ
に
認
定
さ
れ
た
ガ
イ
ア（
相
澤

国
弘
社
長
）が
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

今
後
は
情
報
共
有
を
通
じ
、共
同
で
誘

客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
注
力
。両

地
域
間
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と

で
、国
内
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
の
認
知
向
上

を
目
指
す
方
針
を
発
表
し
た
。

具
体
的
に
は
、国
内
外
の
旅
行
客
獲

得
に
向
け
た
商
談
会
へ
の
共
同
出
展
、

宿
泊
施
設
申
し
込
み
サ
イ
ト
の
共
有
を

行
う
ほ
か
、災
害
時
に
お
け
る
防
災
や

救
援
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。


月

日
に
開
か
れ
た
締
結
式
に

は
、平
戸
市
の
黒
田
成
彦
市
長
と
、ガ
イ

ア
の
相
澤
社
長
が
出
席
し
た
。

黒
田
市
長
は「
本
協
定
を
き
っ
か
け

に
、蔵
王
町
を
訪
れ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

旅
行
者
に
平
戸
市
の
Ａ
Ｄ
Ｔ
に
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、島
と
海
の
美
し
さ

を
誇
る
平
戸
市
の
立
地
や
空
間
の
違
い

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。両
地
域
が

点
か
ら
線
と
し
て
協
力
し
、こ
れ
が
面

と
し
て
さ
ら
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、Ａ

Ｄ
の
推
進
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の

誘
致
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、国
内

の
空
き
家
・
空
き
店
舗
、古
民
家
の
再
生

と
い
う
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る

こ
と
を
心
か
ら
祈
願
す
る
」と
述
べ
た
。

Ａ
Ｄ
Ｔ
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
平

戸
市
は
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、
１
次
産

業
分
野
に
お
け
る
就
労
で
の
移
住
促
進

や
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
の
誘
致
に
本
腰

を
入
れ
る
構
え
だ
。

黒
田
市
長
は
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
に
つ

い
て
、
「
既
存
の
城
下
町
エ
リ
ア
、
田

助
エ
リ
ア
、
そ
し
て
（
新
た
に
）
離
島

の
『
大
島
神
浦
エ
リ
ア
』
を
Ａ
Ｄ
の
物

件
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、

文
化
庁
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。
（
今
後
は
）
外
観

だ
け
で
な
く
、
中
身
の
暮
ら
し
や
生
活

感
の
機
能
強
化
を
行
う
」
と
誘
致
に
意

欲
を
示
し
た
。
今
後
は
無
料
の
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
街
全
体
で
導
入
し
、

デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
の
受
け

入
れ
態
勢
も
強
化
す
る
と

い
う
。

黒
田
市
長
は
移
住
支
援

に
つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト
。

「
農
業
・
漁
業
分
野
に
お

い
て
労
働
力
の
確
保
も
含

め
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
現
在
は
）
『
お
試
し
住

宅
』
の
よ
う
な
形
を
誘
発

材
と
し
て
移
住
促
進
を
図

っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に

も
関
わ
ら
ず
、
年
間
１
０

０
人
前
後
が
来
て
い
る
。

そ
う
い
う
人
々
が
観
光
業

に
も
入
る
よ
う
な
受
け
皿

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
」
と
期
待
を
示
し
た
。




